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《図1》基金（貯金）残高の推移

240

230

220

210

200
H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

236.9億円

232.6億円
235.6億円

233.0億円

221.7億円

《図2》町債（借入金）残高の推移

会　計　名
国民健康保険事業 22億4,601万円

15億3,665万円
5億503万円
1億5,586万円
1億2,415万円
8,959万円
3,737万円
1,037万円

4億1,734万円
3億4,854万円
4,376万円
2,403万円
952万円

51億3,088万円

下水道事業
簡易水道事業

五箇診療所
都万診療所
中村診療所
布施診療所
久見診療所

診療所計
後期高齢者医療保険事業
駐車場事業
訪問看護事業
中財産区

計

診
療
所

収入 支出
22億85万円

15億3,654万円
5億467万円
1億5,447万円
1億2,415万円
8,866万円
3,698万円
1,017万円

4億1,443万円
3億4,854万円
1,903万円
2,304万円
11万円

50億4,721万円

　特別会計は、特定の事業を行う場合など、経理を他の会計と区別
する必要があるときに、法律や条例に基づき設置するものです。

平成27年度特別会計　歳入・歳出の状況

　上水道事業は、地方公営企業法の適用を受ける事業で、民間企業
と同じように、複式簿記の形式をとります。

平成27年度　上水道事業損益計算書

収益 2億8,466万円 費用 2億5,096万円

2億4,727万円（86.9%）

3,739万円（13.1%）

（収益）2億8,466万円 － （費用）2億5,096万円 ＝ （純利益)3,370万円

給水収益
人件費 4,609万円（18.4%）

4,146万円（16.5%）
1億1,073万円（44.1%）

1,724万円（6.9%）
1,686万円（6.7%）
1,858万円（7.4%）

借入利息
減価償却費等
電気代
委託費
その他

147億
4,582万円

145億
6,444万円

145億
6,444万円

その他の収入 3.7％
5億4,647万円

譲与税及び交付金 2.8％
4億1,781万円

県からの収入 6.7％
9億9,070万円

繰出金 9.2％
13億3,583万円

物件費 11.2％
16億2,724万円

扶助費 12.0％
17億4,633万円

普通建設事業費 13.5％
19億6,266万円

人件費 14.1％
20億5,860万円

補助費等 14.6％
21億2,162万円

公債費 20.3％
29億5,757万円

国からの収入 9.7％
14億2,689万円

町債 10.9％
16億200万円

町税・使用料など 13.6％
20億660万円

地方交付税
52.6％
77億5,535万円

○性質別

○目的別

その他 1.4％
1億9,972万円

基金積立金 3.8%
5億5,487万円

その他 1.5％
2億1,435万円

商工費 3.2％
4億7,021万円

消防費 3.3％
4億8,208万円

農林水産業費 6.0％
8億8,100万円

教育費 6.2％
8億9,908万円

衛生費 10.0％
14億5,421万円

土木費 10.5％
15億3,416万円

総務費 12.6％
18億3,727万円

公債費 20.3％
29億5,757万円

民生費 22.5％
32億7,964万円

基金積立金
3.8％
5億5,487万円

《図1》基金（貯金）残（億円）
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【一般会計歳入総額】前年度比3.8％減 【一般会計歳出総額】前年度比3.9％減

財政用語解説(歳入)
○地方交付税：地方財源の均衡化を図るため、地方公共団体の財政力

に応じて、国から交付されるお金です。
○町税：皆さまからの税金（個人・法人使用料税、固定資産税、軽自

動車税等）などや保育料などの町の施設の使用料や証明手数
料などによる収入です。

○町債：町の借金のことで、大規模な事業を行うため国などから借入
れたお金です。

○国からの収入：特定の目的のために国から交付されたお金です。
○県からの収入：特定の目的のために県から交付されたお金です。
○譲与税及び交付金：形式上、一旦国税及び県税として徴収したもの

を、町に対し、一定の基準に従って配分するお
金です。

○その他の収入：繰入金、財産収入、寄附金、貸付金の元利収入など
です。

財政用語解説（歳出）

※歳出：目的別の主な事業内容は４・５ページをご覧ください。

○公債費：借入れた町債（借金）の返済のためのお金です。
○補助費：隠岐広域連合（病院・消防など）負担金や、特定の事業・団体
　　　　　への補助金・交付金です。
○人件費：町職員給与、町議会議員報酬、各種委員会報酬などです。
○普通建設事業費：道路・公園・学校など公共の施設建設のためのお金
　　　　　　　　　 です。
○扶助費：保育所運営費、老人ホーム運営費、障がい者支援費などです。
○物件費：光熱水費、消耗品費、委託料、使用料などです。
○繰出金：国保事業、診療所事業、下水道事業などの特別会計への補てん
　　　　　金です。
○基金積立金：特定の目的のため基金へ積み立てたお金です。
○その他：災害復旧費（災害によって壊れた道路などの復旧工事費）、
　　　　　維持補修費（道路、施設などの維持費）、投資・出資・貸付金
　　　　  （融資資金などの貸付金）です。

過
去
の
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債
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消
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に
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負
担
の
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ス
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え
て
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て
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す
。

～平成27年度決算の概要～
まちの家計簿

　平成27年度の決算を町議会9月定例会に報告しました。
　『決算』は、1年間（毎年4月から翌年3月まで）に、どれだけの収入があり、それがどのように
使われたかを会計ごとに集計したものです。
　今回の特集では、町民の皆さまの生活に関わりの深い事業を行う一般会計を中心に、収支の内訳
や町の財政状況、実施した主な事業などを紹介します。

特集
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▲森の教室でドングリを
　植える子どもたち（原
　田認定子ども園）

▲今年5月に開館した
　竹島資料収集施設

▲水揚げされた巨大マグロ

▲ジオパーク周遊バス

▲第1回消防フェアの様子

▲NPO法人隠岐しおさい
　によるみーもスクール
　で巣箱を作る中条小学
　校生徒の様子

▲舗装された道路

▲まめなかのまつりの様子

平成27年度の主な事業
　ここでは、平成２７年度に実施された主な事
業について、一般会計歳出決算額を目的別にご
紹介します。
　なお、決算報告の詳しい内容については、役
場企画財政課、各支所、中出張所でご覧いただ
けます。
■お問い合わせ先   
役場企画財政課 電話２‐８５６６

民生費　32億7，964万円

●障がい者福祉サービス事業・・・・・・・・・・・・・・・・・5億259万円
●隠岐広域連合（介護保険）負担金・・・・・・3億4,414万円
●老人ホーム運営費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2億4,276万円
●後期高齢者医療保険特別
　会計繰出金
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2億2,968万円
●児童手当支給事業
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億7,897万円
●生活保護給付事業
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億6,287万円

●保育所（私立・公立）運営費・・・・・・・・・・・・7億4,557万円

農林水産業費　8億8，100万円

●漁港（大久・犬来）整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・5,974万円
●牧野（箕浦・岬）整備事業
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,972万円
●中山間地域直接支払事業
 （耕作放棄地対策・54協定）
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,345万円
●松くい虫防除事業
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,599万円
●町内産木材利用住宅建設費補助
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,157万円
●漁港（布施・久見）施設長寿命化事業・・・・・・1,955万円
●畜産振興事業（繁殖子牛導入支援等）・・・・・・1,616万円

●離島漁業再生支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億1,150万円

商工費　4億7，021万円

●観光施設管理運営費（宿泊施設等）・・・・・・・・・・9,902万円
●にぎわい商品券発行事業費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,999万円
●観光イベント支援事業費
 （ウルトラマラソン・観光牛突）
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,303万円
●都市交流推進費・・・・・・・・・・778万円
 （相撲交流・ござんせカップ等）
●観光宣伝事業費・・・・・・・・・・767万円
 （ジオパーク周遊バス等）

●観光宿泊施設整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億3,195万円

消防費　4億8，208万円

●消防団活動費・・・・・・・・・・・3,215万円
●防災対策費・・・・・・・・・・・・・3,193万円
●消防施設整備費
 （消火栓・防火水槽・動力ポンプ）
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,995万円

●隠岐広域連合(消防本部管理運営費・施設整備等)負担金 
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3億7,878万円

教育費　8億9，908万円

●学校給食センター運営費
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億7,833万円
●社会教育施設管理費
 （文化会館・図書館・学習センター）
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,787万円
●ジオパーク推進事業
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,984万円
●隠岐島文化会館改修事業
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,157万円

●小中学校運営費(11校)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2億4,668万円

総務費　18億3，727万円

●職員退職手当組合負担金
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億8,488万円
●隠岐広域連合（高速船運航費）
　負担金・・・・・・・・・・・・・1億6,708 万円
●庁内電算システム維持管理費
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億1,396万円
●生活バス路線維持対策費
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7,682万円
●隠岐島油槽所運営費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,821万円
●定住促進事業費
 （奨学金貸与・定住促進住宅・空家対策等） 5,858万円
●本庁舎・支所管理費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,470万円
●光ファイバー通信施設管理費・・・・・・・・・・・・・・・・・5,162万円
●隠岐広域連合負担金（一般管理費）・・・・・・・・・4,739万円
●地籍調査事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,425万円
●地域コミュニティ推進費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,584万円
 （集落地域活性化補助金・コミュニティ助成事業等）

●竹島対策事業（資料収集館建設・資料調査・啓発活動等） 
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,787万円

土木費　15億3，416万円

●道路新設改良事業（15路線）
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5億8,756万円
●港湾改修事業
 （飯美・西村）
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億4,475万円
●町営住宅建設事業
 （向山・田見崎・宮の前）
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7,799万円

●下水道事業特別会計繰出金（下水処理施設管理費への
　補てん）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4億290万円

衛生費　14億5，421万円

●ごみ処理施設運営費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2億5,248万円
●水道事業運営費
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億3,736万円
●し尿処理施設運営費
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7,457万円
●診療所運営費（9施設）
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7,241万円
●海岸漂着ゴミ回収事業
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,609万円

●隠岐広域連合(隠岐病院運営費)負担金
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5億7,721万円

財政指標から
見るまちの
財政状況
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ま
す
が
、
油
断

は
で
き
ま
せ
ん
。

経常収支比率の推移
危険ライン

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

89.2

90

89.5

89

88.5

88

87.5

87

86.5

86

85.5

85

88.2
87.8 87.6

87.1

（％）

 毎年見込まれる収入（交付税など）に対する、
常に必要な支出（人件費など）割合で、比率が
低いほど収入に余裕があることになりますが、
逆に高いほど財政状況は硬直化しているといえ
ます。90％を超えると危険とされています。
今年度は87.1％でした。

実質公債比率の推移

借入制限ライン

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

18.2

26.0

24.0

22.0

20.0

18.0

16.0

14.0

12.0

10.0

17.2

16.4
15.0 14.1

（％）

　一般財源の規模に対する公債費（借金の返済
額）の割合を示すもので、借金額が適正かを判
断する数値です。18％を超えると借入に県知事
の許可が必要となり、25％を超えると借入が制
限されます。平成27年度は、前年度より0.9ポイ
ント改善され14.1％となりました。

将来負担比率の推移

危険ライン

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

93.5

400

350

300

250

200

150

100

50

94.9 95.7 91.4 87.8

（％）

 この比率が高いと、将来的に財政が圧迫される
可能性が高くなります。この指標に係る財政健
全化基準（危険ラインの基準）は、市町村で350
％となっています。
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のぼりをもって牛突き場へ入場する
都万保育所の子どもたち

怒虎為勝２号ときらら号による横綱戦の様子

島根県警ヘリコプター「ちどり」を見物する家族連れと
バッテリーカーを楽しむ子どもたち

自転車アクロバットチーム
「高尾山レッドクラブ」による演技

100歳を迎えられる永海秋二（写真中央右）さん、齋富子（写真中央左）さん
（9月13日・静和園）

町内最高齢104歳の中川サワヱ（写真左から二人目）さん
（9月12日・和水屋）

プラカードの審査発表の様子

式典後に行われた福引の様子

参加者による海岸清掃の様子

スペシャルゲスト半崎美子さんによる
ライブ演奏

海岸清掃後の記念撮影の様子

9/1

激
し
い
突
き
合
い
に
大
歓
声

八
朔
牛
突
き
大
会

海上で繰り広げられた熱い戦い
第10回全隠岐カッターレース大会

　

八
朔
牛
突
き
大
会
が
、
佐
山

牛
突
き
場
で
開
催
さ
れ
、
引
き

分
け
５
番
、
勝
負
２
番
の
全
７
番

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、

牛
同
士
の
激
し
い
勝
負
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が

あ
が
り
ま
し
た
。

9/10

秋の夜風に吹かれて
トランペットミニコンサート9/11

　隠岐水産高校周辺の西郷湾で、今年で10回目を迎えた
全隠岐カッターレース大会が開催されました。出場した高
校生や一般参加全17チームは、400メートルの直線折り返
しコースを往復して競漕し、水上で白熱したレースを繰り
広げました。

みんなで踊ろう！
フォークダンス＆レクリェーションダンスイベント9/4

　フォークダンス＆レクリエーションダンスイベントが、西
郷武道館で行われました。参加された皆さんは、馴染みの
ある曲にあわせ、楽しく体を動かしました。また、隠岐フォ
ークダンス連盟の皆さんによるデモンストレーションも
行われ、ダンスの楽しさに触れました。

親子で織りなすハーモニー
井上あずみファミリーコンサート9/10

　ジブリ作品などの主題歌を歌う井上あずみさんと娘で歌
手のゆーゆさん親子によるファミリーコンサートが、隠岐
島文化会館で行われ、会場には、多くの親子連れが訪れま
した。隠岐高校吹奏楽部との共演や子ども向けのクイズな
どもあり、大人も子どもも楽しみました。

みんなで町をきれいに
ジオの日町内クリーン作戦9/10

　隠岐ユネスコ世界ジオパーク認定を記念し、町内クリー
ン作戦が実施されました。早朝から各地区たくさんのご参
加をいただきました。また、今回のクリーン作戦とは別に
日頃より環境整備を行っていただいております学校、企
業、自治会などの皆さまにもあわせてお礼申し上げます。

　玉若酢命神社境内で、日本を代表するトランペット奏者の
岡崎耕二さんと隠岐の島町出身の松山萌さんによるトランペッ
トミニコンサートが行われました。訪れた約300名の観客の皆
さんは、二人の奏でるトランペット
の美しい音色に酔いしれました。

元気で長寿の町へ
敬老の日記念品贈呈9/12、13

トランペットを演奏する
松山萌さん（写真左）と岡崎耕二さん（写真右）

9/11

隠
岐
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
空
港

「
空
の
日
」
２
０
１
６

　

隠
岐
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
空
港
の
利
用

促
進
な
ど
を
目
的
と
し
た
隠
岐
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
空
港
「
空
の
日
」
２
０
１
６

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
隠
岐
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

空
港
の
駐
機
場
や
滑
走
路
に
は
、
自
衛
隊

の
Ｃ‐

１
輸
送
機
や
島
根
県
警
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
な
ど
が
展

示
さ
れ
、
訪
れ
た

親
子
連
れ
な
ど
お

よ
そ
６
０
０
人
の

皆
さ
ん
が
空
へ
の

理
解
を
深
め
、
普

段
入
る
こ
と
の
で

き
な
い
滑
走
路
で

の
イ
ベ
ン
ト
を
楽

し
み
ま
し
た
。

9/17

事
故
の
な
い
安
全
な
ま
ち
へ

島
後
地
区
交
通
安
全
大
会

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
先
駆

け
、
島
後
地
区
交
通
安
全
大
会
が
、
五

箇
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
各
団
体
が
趣
向
を
凝
ら

し
て
作
成
し
た
プ
ラ
カ
ー
ド
の
審
査
発

表
や
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
、
交
通
安
全

へ
の
意
識
向
上
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　９月12日、13日の２日間、今年度100歳を迎えられる５名の方と
町内最高齢の方を、松田町長が訪問し、国から贈られたお祝い状
や記念品を贈呈し、長寿をお祝いしました

9/10

美
し
い
海
を
守
り
た
い

津
戸
塩
の
浜
ビ
ー
チ

　
　
　

ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス

　

ジ
オ
の
日
町
内
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
あ
わ

せ
、海
岸
清
掃
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
津
戸
塩

の
浜
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
が
開
催
さ

れ
、約
１
５
０
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

歌
手
の
半
崎
美
子
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ

や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の
無
料
体
験
な
ど
も
行

わ
れ
、不
法
投
棄
や
漂
着
ゴ
ミ
に
よ
る
環

境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け

な
が
ら
の
活
動
は
自
然
の
大
切
さ
を
学
ぶ

良
い
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
ビ
ー

チ
ク
リ
ー
ン
フ
ェ

ス
で
は
合
計
約

４
６
０
㎏
の
ゴ
ミ

が
回
収
さ
れ
ま

し
た
。
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図書館まつり開催

LED照明工事について

　隠岐の島町図書館では、照明器具をLEDに切
り替えるため、下記の期間、工事を行います。
期間中も通常通り開館しておりますが、部分的
に立入り禁止などを行う区画があります。詳し
くはホームページをご覧いただくか、職員まで
お問合せください。
　ご迷惑をお掛けしますが、ご了承のほど、よ
ろしくお願いいたします。

期間：11月8日（火）～2月末ごろ

立入り禁止区画：
　○一般書（中庭側／歴史、医療など）
　　11月15日（火）～25日（金）
　○一般書（入り口側／小説、料理など）
　　11月29日（火）～12月9日（金）

休館日のお知らせ

　11月の休館日は、7日（月）、14日（月）、20日
（日）、21日（月）、28日（月）です。ご利用の際
は、お気をつけ下さい。

　今年も11月5日（土）と6日（日）に図書館ま
つりを開催します。　  
　グループ隠岐の島「緑水」秋の造形作品展、
古本市などを予定しています。
　各日程で、以下のおはなし会も開催します。

●5日（土）午後３時～　おはなしのへや
ボランティアグループ「おはなしのへや」に
よる絵本の読み聞かせ

●6日（日）午後２時～　民話を語る会
おき民話の会による隠岐民話を中心とした民話
の語りの会

隠岐の島町図書館
電話08512-2-2341 Fax08512-2-9198
●開館時間10時～18時 ●休館日（月曜日・第3日曜日）
※祝日が月曜と重なった場合は開館し、翌平日は休館

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
「
隠
岐
の
牛
突
き
習
俗
」
に
つ
い
て
、

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
の

た
め
に
、
牛
突
き
習
俗
に
関
す
る
資
料

の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
自
宅

や
地
域
に
、
牛
突
き
に
関
連
す
る
次
の

資
料
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

・
牛
の
飼
育
道
具

（
金
ぐ
し
や
鼻
づ
る
な
ど
）

・
牛
の
装
飾
品

（
牛
の
着
物
や
鉢
巻
な
ど
）

・
牛
突
き
大
会
に
関
す
る
資
料

（
番
付
や
幟
旗
な
ど
）

・
牛
突
き
が
記
録
さ
れ
て
い
る
資
料

（
写
真
や
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
）

・
牛
突
き
に
つ
い
て
記
述
の
あ
る
資
料

（
新
聞
記
事
や
観
光
冊
子
な
ど
）

　

ど
ん
な
些
細
な
情
報
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
牛
突
き
に
関
連
し
て
い
る
か

わ
か
ら
な
い
場
合
で
も
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ご
提
供
い
た
だ
い
た
情
報
を
も
と
に

教
育
委
員
会
が
資
料
を
確
認
し
、
所
蔵

者
の
方
と
相
談
の
上
、
資
料
の
借
用
・

寄
託
な
ど
の
手
続
き
を
取
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

長
く
続
い
て
き
た
「
隠
岐
の
牛
突
き

習
俗
」
を
今
後
に
繋
げ
て
い
く
た
め
の

調
査
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局　
　

　
　
　

電
話
2-
2
2
0
6
（
代
表
）

　

10
月
２
日
、
漁
（
す
な
ど
り
）
体
育
館

前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
、
第
10
回
隠

岐
の
島
町
シ
ー
サ
イ
ド
風
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
中
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

 

今
年
も
一
般
年
代
別
10
キ
ロ
と
５
キ
ロ

の
部
、
中
学
生
（
個
人
・
団
体
）
３
キ
ロ

の
部
、
親
子
・
一
般
ペ
ア
２
キ
ロ
の
部
の

各
部
門
で
総
勢
２
６
７
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が

都
万
湾
岸
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
が
良
く
、
少
々
暑
い
気
温

で
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
ラ
ン
ナ
ー
の
皆

さ
ん
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

い
ま
し
た
。

　

中
学
生
団
体
で
は
、
男
女
と
も
に
西
郷

中
学
校
Ａ
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

　

親
子
・
一
般
ペ
ア
は
、
１
０
３
名
の
皆

さ
ん
が
手
を
つ
な
い
で
仲
良
く
ゴ
ー
ル
イ

ン
し
ま
し
た
。
こ
の
部
門
は
、
本
大
会
の

参
加
者
の
約
半
分
を
占
め
る
人
気
部
門
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
が
、
健
康
づ

く
り
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
っ
た

よ
う
で
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

本
大
会
も
第
10
回
と
回
を
重
ね
、
毎
年

の
恒
例
行
事
と
し
て
定
着
し
て
き
て
い
ま

す
。
ま
だ
走
っ
た
こ
と
の
な
い
皆
さ
ん
も

来
年
の
大
会
に
参
加
し
て
、
気
持
ち
よ
い

「
隠
岐
の
風
」
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

各
部
門
の
優
勝
者
は
、
下
記
の
と
お
り

で
す
。

第
10
回
隠
岐
の
島
シ
ー
サ
イ
ド

　
　
　
　
　

  

風
マ
ラ
ソ
ン
大
会

【
シ
ー
サ
イ
ド
風
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
　
　
　

各
部
門
優
勝
者
一
覧
】

□
10　   

一
般
男
子
・
女
子

（
男
子
29
歳
以
下
）　

榎　

亮
人

（
男
子
30
〜
49
歳
）　

大
川　

和
宏

（
男
子
50
歳
以
上
）　

是
津　

一
成

（
女
子
29
歳
以
下
）　

山
根　

美
鈴

（
女
子
30
〜
49
歳
）　

兵
頭　

智
子

□
5　   

一
般
男
子
・
女
子

（
男
子
29
歳
以
下
）　

宇
野　

響

（
男
子
30
〜
49
歳
）　

齋
藤　

知
広

（
男
子
50
歳
以
上
）　

川
口　

誠

（
女
子
30
〜
49
歳
）　

松
浦　

香
菜
子

（
女
子
50
歳
以
上
）　

濱
中　

美
津
子

□
3　   

中
学
男
子
・
女
子

（
男
子
個
人
）　

齋
藤　

城
納(

都
万)

（
男
子
団
体
）　

西
郷
中
学
校
Ａ

（
女
子
個
人
）　

宮
原　

日
菜(

西
郷)

（
女
子
団
体
）　

西
郷
中
学
校
Ａ

□
2　   
親
子
・
一
般
ペ
ア

（
親
子
ペ
ア
）

　
　

中
村 
剛
大
・
海
斗　

ペ
ア

（
一
般
ペ
ア
）

　
　

武
田 

浩
志
・
原 
聡
一
郎　

ペ
ア

各
大
会
の
優
勝
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
第
33
回
隠
岐
の
島
町

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会 

（
９
月
４
日
）

　
　
　

優
勝　
　

福
寿
Ｂ
チ
ー
ム

■
第
18
回
全
隠
岐
テ
ニ
ス
大
会

 

（
９
月
11
日
）

○
一
般
男
子 

村
上
朋
也･

宮
原
竜
二
ペ
ア

○
一
般
女
子 

陶
山
由
佳･

石
川
和
美
ペ
ア

■
第
48
回
隠
岐
の
島
町
レ
デ
ィ
ー
ス

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

（
９
月
25
日
）

　
　
　

優
勝　
　

西
郷
Ｂ
チ
ー
ム

■
第
57
回
全
隠
岐
柔
道
選
手
権
大
会

 

（
９
月
25
日
）

（
幼
児
）

　

◯
個
人
戦　
　
　

西
藤　

心
穏

（
小
学
校
）

　

◯
低
学
年
の
部　

宇
野　

恵
吾

　

◯
中
学
年
の
部　

中
田　

泰
輔

　

○
高
学
年
の
部　

小
平　

仁

　

○
団
体
戦　
　

柔
友
会
Ａ

（
中
学
校
）

　

○
個
人
戦　
　

門
脇　

ア
ン
ジ
ェ
ロ

（
一
般
）

　

◯
個
人
戦･

男
子　

田
中　

廉
平

　

◯
団
体
戦　
　

隠
岐
水
産
高
校
Ａ

そ
の
他
の
隠
岐
の
島
町
体
育
協
会

　
　
　
　
　

主
催
大
会
結
果
一
覧

kmkmkmkm

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-

２
１
２
６
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こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
!

Part
59
Part
59

　

お
酒
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
豊
か
さ

と
潤
い
を
与
え
る
一
方
、
不
適
切
な
飲
み

方
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
を
招
き

ま
す
。

■
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
と
は
？ 

　

平
成
26
年
６
月
に
「
ア
ル
コ
ー
ル
健
康

障
害
対
策
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害

と
は
、
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
そ
の
他
の

多
量
飲
酒
、
未
成
年
者
の
飲
酒
、
妊
婦
の

飲
酒
等
の
不
適
切
な
飲
酒
の
影
響
に
よ
る

心
身
の
健
康
障
害
」
と
定
義
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

■
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
心
身
の
健
康
障
害

●
生
活
習
慣
病
へ
の
リ
ス
ク

　

長
年
の
飲
酒
習
慣
は
、
高
血
圧
や
高
脂

血
症
、
肥
満
、
糖
尿
病
、
痛
風
な
ど
の
生

活
習
慣
病
を
招
き
ま
す
。
ま
た
、
肝
臓
だ

け
で
な
く
、
脳
、
歯
、
食
道
、
胃
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
臓
器
障
害
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
は
、
１
日
平
均
飲

酒
量
と
と
も
に
上
昇
す
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
未
成
年
者
の
飲
酒
リ
ス
ク

　

未
成
年
の
飲
酒
は
、
成
人
の
飲
酒
に
比

べ
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
や
臓
器
障
害
を

起
こ
し
や
す
く
、
心
身
の
発
達
を
害
す
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
未
成
年
者
飲
酒
禁
止

法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
飲

酒
開
始
年
齢
が
若
い
ほ
ど
、
将
来
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
に
な
る
リ
ス
ク
が
よ
り
高
く

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
が
行
っ
て
い
る
生
活
習
慣
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
小
学
生
の
飲
酒
経
験
率
は
、
下

が
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
依
然
高
い
値
で

す
。
初
飲
動
機
は
、
祭
事
な
ど
で
、
「
周

り
の
大
人
か
ら
勧
め
ら
れ
た
」
人
が
多
い

よ
う
で
す
。
未
成
年
者
の
リ
ス
ク
に
つ
い

て
大
人
が
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
絶

対
に
勧
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
妊
娠
中
の
飲
酒
の
リ
ス
ク

　

妊
娠
中
の
飲
酒
は
、
胎
児
性
ア
ル
コ
ー

ル
症
候
群
や
胎
児
の
発
育
障
害
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
ま
た
、
授
乳
中
も
血
中
の
ア

ル
コ
ー
ル
が
母
乳
に
も
移
行
し
赤
ち
ゃ
ん

へ
影
響
が
出
る
た
め
飲
酒
を
控
え
る
べ
き

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
リ
ス
ク

　

長
期
に
わ
た
る
多
量
飲
酒
は
、
ア
ル
コ

ー
ル
へ
の
依
存
を
形
成
し
ま
す
。
依
存
症

は
、
習
慣
的
に
飲
酒
す
る
人
な
ら
誰
で
も

な
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。
お
酒
好

き
と
思
っ
て
い
た
ら
本
人
も
気
が
つ
か
な

い
う
ち
に
依
存
症
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合

も
あ
り
、
な
か
な
か
病
気
と
い
う
自
覚
が

生
ま
れ
て
こ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

■
ど
の
く
ら
い
が
適
量
で
、
ど
こ
か
ら
が

多
量
飲
酒
な
の
？ 

　

適
正
飲
酒
量
は
、
成
人
男
性
で
一
日
平

均
「
純
ア
ル
コ
ー
ル
で
約
20
ｇ
程
度
」
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
表
１
）

　

女
性
は
、
男
性
よ
り
も
少
な
い
量
と
さ

れ
て
い
ま
す
。（
男
性
の
１
／
２
〜
１
／
３

程
度
）

　

多
量
飲
酒
は
、
１
日
平
均
「
純
ア
ル
コ

ー
ル
で
約
60
ｇ
」
を
超
え
る
飲
酒
で
す

適
切
な
量
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
こ
と
に

も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
少
量
の
飲
酒
で
顔
が
赤
く
な
る
な
ど
、

ア
ル
コ
ー
ル
に
弱
い
人
は
、
通
常
の
人
よ

り
も
少
な
い
量
が
適
当
で
す
。

②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
お
い
て
は
、
よ

り
少
量
の
飲
酒
が
適
当
で
す
。

③
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
に
お
い
て
は
、

適
切
な
支
援
の
も
と
に
完
全
断
酒
が
必
要

で
す
。

④
飲
酒
習
慣
の
な
い
人
に
対
し
て
、
飲
酒

を
推
奨
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
っ
て
自
身
の
健
康
や

社
会
生
活
へ
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、

適
正
飲
酒
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康
に
つ
い
て　
　

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
課
健
康
係

 

電
話
2-

8
5
6
2

ビール

表１ ： 適正飲酒量（純アルコール20ｇ）　～成人男性の場合～

アルコール量の計算式：お酒の量（ml）×[アルコール度数（%）÷100]×0.8
【例）ビール中びん1本　500×[5÷100]×0.8=20】

日本酒

焼酎

ウイスキー

ワイン

缶チューハイ

500ml

約520ml

約180ml

60ml

約110ml

180ml

中びん1本

1合

0.6合

ダブル1杯

1/4本

1.5缶

（アルコール度数5度）なら

（アルコール度数15度）なら

（アルコール度数25度）なら

（アルコール度数43度）なら

（アルコール度数14度）なら

（アルコール度数5度）なら

勝山会館に設置されたコンビネーション遊具

竹島漁業の様子を記した日記

集会所に整備されたテーブルとイス祭具と音響設備

　

町
で
は
、
本
年
度
、
「
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
」
の
助
成
を
受
け
、
下
記

の
と
お
り
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を

目
的
と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
健
全

な
発
展
を
図
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
な
ど
が
実
施
す
る
施
設
、
設
備
の
整
備

に
対
し
て
補
助
を
行
う
も
の
で
す
。

※

毎
年
事
業
募
集
時
に
は
、
各
区
・
自
治

会
長
あ
て
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。

●
原
田
区
（
助
成
金
１
９
０
万
円
）

　

高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方
が
、
地

域
の
会
合
に
参
加
し
や
す
く
す
る
た
め

に
、
集
会
所
に
必
要
な
備
品
を
購
入
整
備

し
ま
し
た
。

【
整
備
し
た
備
品
の
一
部
】

●
福
浦
区
（
助
成
金
１
９
０
万
円
）

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
充
実
す
る

た
め
に
、
祭
具
、
イ
ベ
ン
ト
用
品
な
ど
を

購
入
整
備
し
ま
し
た
。

【
整
備
し
た
備
品
の
一
部
】

●
近
石
真
杉
区
（
助
成
金
１
９
０
万
円
）

　

勝
山
会
館
を
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
利
用
で
き
る
憩
い
の
場
と
す
る
た
め
、

遊
具
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-

8
5
6
6

■
ご
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
内
竹
島
対
策
室

 

電　

話
2-

2
1
1
1

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
2-

6
0
0
5

宝
く
じ
助
成
金
が

役役
立立
てて
らら
れれ
まま
しし
たた

宝
く
じ
助
成
金
が

　
　
　
　

役
立
て
ら
れ
ま
し
た

本
年
度
に
実
施
さ
れ
た
事
業

　

役
場
竹
島
対
策
室
で
は
、
竹
島
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
資
料
の
収
集
及
び
調
査

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
隠

岐
島
民
が
行
な
っ
て
き
た
竹
島
で
の
漁

労
活
動
に
関
す
る
記
録
、
記
憶
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
情
報
提
供
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

情
報
は
、
竹
島
に
関
す
る
も
の
、
そ

の
可
能
性
が
あ
る
も
の
な
ど
、
ど
ん
な

も
の
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
ご
連
絡
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
資
料
な
ど
を
探
し
て
い

ま
す
。

●
竹
島
に
関
す
る
記
述
の
あ
る
書
類

 

（
日
記
、
報
告
書
、
会
議
録
な
ど
）

●
竹
島
（
松
島
）
の
記
載
が
あ
る
古
地
図

●
竹
島
が
描
か
れ
た
絵
葉
書
、
図
画

●
竹
島
に
関
す
る
写
真
な
ど

●
竹
島
で
漁
業
な
ど
を
行
な
っ
て
い
た

方
の
情
報
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７
月
か
ら
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

に
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
が
入
り
ま
し
た
！
国

際
交
流
員
の
ヤ
ゴ
ダ
・
ヴ
ォ
ウ
ォ
シ
ェ
ン

さ
ん
で
す
。
ヤ
ゴ
ダ
さ
ん
は
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
出
身
で
母
語
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
す

が
、
日
本
語
も
英
語
も
堪
能
で
す
。
近

年
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
も
増
え
て
お

り
、
海
外
か
ら
の
訪
問
者
に
と
っ
て
、
大

変
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

●
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
出
身
地
に
つ
い
て
少
し

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

出
身
地
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
東
南
部
に

あ
る
ル
ド
ニ
ク
・
ナ
ト
・
サ
ネ
ム
と
い
う

小
さ
な
市
で
す
。
人
口
は
、
少
な
く
、
約

７
千
人
で
す
が
、
住
み
や
す
く
、
き
れ
い

な
所
で
す
。
隠
岐
の
島
町
と
比
べ
た
ら
、

ル
ド
ニ
ク
は
、
ず
っ
と
平
ら
で
、
山
が
全

然
あ
り
ま
せ
ん
。
名
産
は
、
柳
細
工
で
、

19
世
紀
か
ら
ル
ド
ニ
ク
の
社
会
・
経
済
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

●
な
ぜ
日
本
、
そ
し
て
隠
岐
に
来
ら
れ

ま
し
た
か
？

　

大
学
で
学
ん
で
い
た
の
は
、
国
際
関
係
と

日
本
語
で
し
た
が
、
そ
の
二
つ
の
分
野
と
関

係
が
あ
る
仕
事
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
、
求
人
情
報
を
見
て
す
ぐ
応
募
し
ま
し

た
！
大
都
市
で
は
な
く
、
穏
や
か
で
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
隠
岐
の
島
は
、
私
に

と
っ
て
最
適
な
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

●
隠
岐
の
生
活
に
少
し
慣
れ
ま
し
た
か
？

隠
岐
の
生
活
に
つ
い
て
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　

隠
岐
の
島
町
に
来
て
か
ら
１
ヶ
月
間
ぐ

ら
い
た
っ
て
い
ま
す
の
で
生
活
は
、
も
う

慣
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
隠
岐
の
島
の
歴

史
、
文
化
、
自
然
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
知
ら
な
い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
隠
岐
の
島
に
つ
い
て
の
知
識
を

身
に
つ
け
て
、
い
ろ
い
ろ
体
験
し
た
い
で

す
。
ま
た
、
そ
れ
ほ
ど
観
光
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
水
若
酢
神
社
と
そ
の
周
辺
は
、
す

ご
く
気
に
入
り
ま
し
た
。

●
ヤ
ゴ
ダ
さ
ん
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
楽
し
み

方
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

新
ス
タ
ッ
フ
、
ヤ
ゴ
ダ

さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

隠
岐
に
来
る
ま
で
は
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
家
と
大
学
は
、
バ
ル
ト
海
か
ら
遠
い
か

ら
で
す
。
隠
岐
に
来
て
か
ら
初
め
て
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
の
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

時
は
、
海
藻
と
か
海
岸
と
か
に
つ
い
て
い

ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
い
て
、
勉
強
に
も

な
っ
て
、
大
変
良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
っ
と
水
泳
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、
ハ
イ

キ
ン
グ
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
を
や
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
、
隠
岐
で
や
り
た
い
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

　

で
き
る
だ
け
多
く
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を
回

り
た
い
で
す
！
島
後
だ
け
で
も
90
か
所
以

上
が
あ
る
そ
う
で
す
か
ら
若
干
時
間
が
か

か
り
そ
う
で
す
け
ど
ね
。

　

ま
た
、
外
国
人
の
観
光
客
に
隠
岐
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
情
報
発
信
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
か
ら
隠
岐
の
島
町
の
友

好
都
市
に
な
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ロ
ト

シ
ン
市
と
の
交
流
と
発
展
に
お
役
に
た
て

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
ヤ
ゴ
ダ
さ
ん
の
活
躍
が
楽
し
み

で
す
ね
。
隠
岐
で
ヤ
ゴ
ダ
さ
ん
を
見
か
け
た

ら
是
非
声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
！
テ
レ

サ
タ
イ
ム
ズ
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
次
回
か
ら
の
広
報
も
お
楽
し
み
に
。

ポーランドから来た
ヤゴダさん

今回は新しい仲間
を紹介します。

テ レレ サ ・ タ イ ム ス
第37回

開通式での神事の様子

献花を行い、戦没者を追悼する遺族の方々

新
し
い
蔵
見
橋
が
開
通

　

島
根
県
が
、
平
成
24
年
度
か
ら
施
工
を

し
て
い
た
原
田
地
区
の
蔵
見
橋
付
近
の
道

路
が
完
成
し
、
９
月
10
日
に
開
通
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

蔵
見
橋
は
、
県
道
中
村
津
戸
港
線
と
国

道
４
８
５
号
と
の
交
差
点
付
近
に
あ
り
ま

し
た
が
、
道
路
の
見
通
し
が
悪
い
な
ど
、

交
通
の
難
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
蔵
見
橋
と
そ
の
周
辺
道
路
は
、

食
い
違
い
交
差
点
が
解
消
さ
れ
、
歩
道
も

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
差
点

に
は
、
信
号
機
が

設
置
さ
れ
、
安
全

な
通
行
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

戦
没
者
追
悼
式
の
挙
行
に
つ
い
て

　

戦
没
者
の
方
々
に
対
し
、
追
悼
の
意
を

捧
げ
る
と
と
も
に
、
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
、
９
月
25
日
隠
岐
島
文
化
会
館
で
、
隠

岐
の
島
町
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

松
田
町
長
は
、
「
先
の
大
戦
で
学
ん
だ

多
く
の
教
訓
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
る

い
輪
の
中
、
心
行
き
交
う
、
や
す
ら
ぎ
の

ま
ち
に
向
け
て
力
強
く
歩
む
こ
と
を
誓
い

ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
そ
の
後
、
遺
族

代
表
の
村
上
憲
良
さ
ん
、
髙
宮
陽
一
町
議

会
議
長
、
吉
田
雅
紀
県
議
会
議
員
が
追
悼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
遺
族
の
皆
さ
ま
な
ど
約
１

７
０
名
が
参
列
し
、
戦
没
者
の
御
霊
を
追

悼
す
る
と
と
も
に
、
恒
久
平
和
を
祈
念
し

ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-

8
5
6
1

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
県
隠
岐
支
庁
県
土
整
備
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-

9
6
2
8

　

役
場
建
設
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-

8
5
6
4

戸
籍
コ
ー
ナ
ー

松
森  

悠
玖

野
津  

唯
織

木
田  

大
晴　

横
田  

七
海

要
戸  

駿
杜

城
北
町

有
木

加
茂

池
田

原
田

松
森  

太
良

野
津  

勇
貴

木
田  
隆
宏

横
田  

洋

要
戸  

勇
人

（
氏 

名
）
（
地
区
）
（
保
護
者
）

ご
誕
生は

る  

ひ

い  

お
り

た
い
せ
い

な
な  

み

し
ゅ
ん
と

※

9
月
30
日
ま
で
の
受
付
分
（
敬
称
略
）

お
く
や
み

菊
地  

ス
イ

高
井  

マ
ス
イ

吉
田  

周
子

若
林  

静
雄

是
津  

ミ
ツ
エ

郡港
町

港
町

原
田

苗
代
田

98
歳

78
歳

93
歳

92
歳

92
歳

（
氏 

名
）

（
地
区
）
（
年
齢
）

ご
結
婚

（
氏 

名
）

（
地
区
）

嵐  　

達
也

森
田  

麻
衣

夫妻

郡西
町

（

対象者 町内在住で、12月に1～3歳の誕生日を迎えるお子さん
応募方法 以下の項目を明記し、お子さんの写真を添えて、10月31日（月）までに、電子メール・郵送・直接のいず

れかでご投稿ください。
①お子さんの氏名（ふりがな）②年齢　③性別　④住所　⑤保護者名　⑥電話番号　
⑦メッセージ（20字以内）
　※詳しくは、隠岐の島町ホームページをご覧ください。
■お問い合わせ先
　役場総務課広報広聴係　電話２-８５７２　jouhou@town.okinoshima.shimane.jp

12月生まれの満1～3歳お子さん募集しています！

井奥 六花ちゃん（東町）

よく食べよく寝てよく
笑い☆大きくなぁれ!

りっか ゆう き そう た

若林 優希くん（上西）

お姉ちゃんと仲良しで
いてね！

山根 蒼大くん（西町）

おめでとう！強くて優しい
男の子になってね

3
歳

2
歳

2
歳

11月  生まれの
　  　おともだち

情報
ア
ラ
カ
ル
ト

情報
ア
ラ
カ
ル
ト
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人口と世帯数
平成28年10月1日現在

人口 14,711（-14）人
7,074（-3）人
7,637（-11）人

7,192（-2）

男
女

世帯数 世
帯

内15歳未満1,685人〔11.5％〕
内65歳以上5,657人〔38.5％〕

増 転入15人出生5人その他1人
減 転出19人死亡16人その他0人
※括弧内は前月比

▼
10
月
に
入
り
、
暑
く
な
っ
た
り
、
急
に
寒

く
な
っ
た
り
と
天
候
に
も
て
あ
そ
ば
れ
る

日
が
続
き
ま
し
た
。
夏
の
終
わ
り
を
感
じ

る
間
も
な
く
、
突
然
秋
が
始
ま
っ
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
▼
さ
て
、
秋
と
言
え
ば
、
食

欲
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
読

書
の
秋
、
行
楽
の
秋
と
人
に
よ
っ
て
様
々

な
楽
し
み
方
が
あ
り
ま
す
が
、
隠
岐
の
島

町
で
も
、
先
日
、
芸
術
の
秋
を
堪
能
す
る

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
▼
玉
若

酢
命
神
社
で
行
わ
れ
た
、
隠
岐
の
島
町
出

身
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
松
山
萌
さ
ん
と

益
田
市
出
身
の
岡
崎
耕
二
さ
ん
に
よ
る
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
。
神
社
と
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
一
見
ミ
ス
マ
ッ
チ
な
組
み
合

わ
せ
で
す
が
、
夕
闇
に
浮
か
び
上
が
る
本

殿
と
境
内
に
響
き
渡
る
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の

音
色
、
ま
た
、
虫
の
音
も
相
俟
っ
て
、
境
内

は
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

普
段
見
慣
れ
て
い
る
は
ず
の
玉
若
酢
命
神

社
の
違
っ
た
一
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
▼
秋
は
、
気
候
も
良
く
、
何
を
す
る
に

も
適
し
た
季
節
で
す
。
何
か
新
し
い
こ
と

を
始
め
る
に
は
良
い
き
っ
か
け
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ち
な
み
に
、
わ
た

し
は
、
断
然
食
欲
の
秋
で
す
。
隠
岐
の
旬

を
お
腹
一
杯
食
べ
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
▼
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
「
○
○
の
秋

」
は
何
で
し
ょ
う
か
。（
Ａ
・
Ｋ
）

隠岐の島町行事予定            月11
1 日 火

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）

3 日 木

4 日 金

5 日 土

6 日 日

7 日 月

8 日 火
年金相談　13：00～16:00（役場第一会議室）

11 日 金

12 日 土
第68回全隠岐駅伝競走選手権大会　8：40～

隠岐養護まつり　10:00～15:10（隠岐養護学校）

13 日 日

14 日 月

15 日 火

17 日 木

18 日 金

19 日 土
 都万文化祭　10:00～（都万公民館）20 日 日

21 日 月

22 日 火

24 日 木

25 日 金

26 日 土

27 日 日

28 日 月

29 日 火
納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）

風呂の日
権利擁護講演会　13:30～15:30（役場ふれあいセンター）

2 水日

9 水日

10 木日

16 水日

23 水日

30 水日

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）
年金相談　 9：30～12:00（役場第一会議室）

世界糖尿病デー
糖尿病予防講演会　13:30～15:30（都万保健センター陽里）

勤労感謝の日
五箇どんと祭り　10：00～（五箇生涯学習センター）

西郷文化祭　9：00～（隠岐島文化会館）
中村産業文化祭　第９回しらしま祭　10：00～（ものづくり
学校体育館・祭り場）

文化の日
五箇地区相撲大会　9：00～（水若酢神社相撲場）
※クロトシン市力士参加

第11回隠岐の島町いきいき祭　10:00～14:00
（隠岐島文化会館）

隠岐の島町いきいき祭
と　き 11月 27日（日）
 午前10時00分～
ところ 隠岐島文化会館周辺

■ お問い合わせ先： 役場保健課 電話２－８５６２
 役場農林水産課 電話２－８５６３

■ お問い合わせ先： 役場五箇支所 電話５－２２１１ 

五箇どんと祭り

隠岐の島カレンダー を販売します
2017年版

と　き 11月 23日（水）
 午前10時00分～
ところ 五箇生涯学習センター

●価　　格： 1冊1,000円（税込）
 B3二つ折、全28ページ
●販売場所： 役場観光課、各支所、中出張所、町内各書店
●申込方法： 各地域へ発送を希望される方は、申込書を隠岐の

島町のホームページからダウンロードしてお持ち
いただくか、FAXでお送りください。Eメールで
も受け付けます。

●お申し込み・お問い合わせ先
　　役場観光課観光振興係
　　電話 ２－８５７５　FAX ２－４９９７
　　Ｅメール : calendar@town.okinoshima.shimane.jp


